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　令和５年度の最後を飾る、第10回
講演会の講師は、柔道史上初、全競
技を通じてアジア人初となるオリン
ピック3連覇を成し遂げた野村忠宏
さんです。
　野村さんは、奈良県出身。柔道一
家に育ち、3歳から柔道を始め、そ
の後、天理中学・高校・大学と進学し、
柔道の道を進まれました。
　「野村の柔道」は、理にかなった動
きで相手を倒し、攻め抜く柔道です。
得意技は「背負い投げ」で、抜群の
切れ、スピード、天性の守りのカン
が天才的と称されています。
　幾度となく怪我と手術を受けなが
ら、１％でも可能性があるならば、
チャレンジを続けたいと努力を惜し
みませんでした。ある記者会見の中
で、「長い人生を振り返った時、弱か

った時代の方が長かった。開花する
までの長い時間を諦めないで、自分
を信じてきたからこそ、今がある。」
と話されています。
　現在は、医学博士、名城大学薬学
部特任教授等を務める他、自身がプ
ロデュースする柔道教室「野村道場」
を開催する等、国内外にて柔道の普
及活動を展開。また、テレビでのキ
ャスターやコメンテーターとしても
活躍。自身の柔道経験をもとに講演
活動も多数行っておられます。
　野村さんが、どのようにプレッシ
ャーと戦い、怪我を乗り越え、大舞
台で勝つことができたのか。講演会
では、その奥深い「折れない心」を
話していただけることでしょう。
　皆様、どうぞご期待ください。

テーマ ● 折 れ ない 心
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■と　き／4月18日（木） 18:30～20:00
■講　師／筑波大学名誉教授　中村 逸郎氏

■テーマ／ロシアの闇とは何か
　　　　　〜激動の国際情勢〜

●島根県生まれ。日本の国際政治学者。専門研究分野は、
現代ロシア政治、日ロ関係。2022年4月から島根県立大学
客員教授、5月から筑波大学名誉教授となる。 
　著書として、「シベリア最深紀行 知られざる大地への七
つの旅」「ロシアを決して信じるな」など多数ある。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

●奈良県出身。祖父は柔道場「豊徳館 野村柔道
場」、父は天理高校柔道部元監督という柔道一家
に育つ。アトランタ、シドニー、アテネオリンピック
で柔道史上初、また全競技を通じてアジア人初と
なるオリンピック３連覇を達成する。その後、度重
なる怪我と闘いながら現役を続行したが、2015年
の全日本実業柔道個人選手権大会を最後に40歳
で引退。現在は、名城大学薬学部特任教授で、
国内外で柔道の普及活動を展開している。

野村 忠宏 氏のプロフィール
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1月の講演会は第
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2木曜日です。
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1．来年度の受講申込みがお済みでない方は、１月の講演会
で、申込みをされてください。定員は2000人です。

2．12月の講演会で、すでに申込み済の方は、今回申込み
の必要はありません。

3．申込書は、Ⓐ夫婦・家族用と、Ⓑ個人またはグループ用が
あります。いずれか一方で申込みください。申込みはお一人
１枚とし、両方で申込みの場合は、一方を無効とします。

4．学生番号は、必ずご記入ください。

5．申込書は、事前に記入し、ご持参ください。
１２月及び１月の講演会当日に申込まれ、コンピュー
タによる「一括抽選」で当選された方は、

年間受講料：個人またはグループ 1人 20,000円→19,000円（税込）
夫婦・家族（同居の方） 1人 19,000円→18,000円（税込）

※グループ申込みは、郵便物をそれぞれのご住所へお送りします。
※一般受付（新聞等のはがきによる申込み）期間
　　1/12㈮～1/31㈬必着　　一般の早割は、1/24㈬必着まで

ご
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早割!!

1／11㈭の講演会当日、会場にて受付！
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私
は
千
田
嘉
博
さ
ん
を
、「
心
の

師
」
と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
。
山

登
り
を
す
る
私
は
、
千
田
さ
ん
の

「
お
城
を
語
る
楽
し
さ
」
に
魅
入

ら
れ
、「
小
谷
城
」
を
歩
い
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
山
城
で
育
っ
た

浅
井
三
姉
妹
は
眼
下
に
見
え
る
虎

御
前
山
や
琵
琶
湖
を
ど
ん
な
思
い

で
眺
め
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
い

つ
つ
城
跡
を
歩
い
た
の
が
想
い
出

深
い
。

　

講
演
内
容
は
「
城
跡
か
ら
歴
史

を
考
え
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
戦
う

城
か
ら
象
徴
の
城
へ
と
変
わ
っ
て

い
っ
た
こ
と
」
を
証
明
す
る
こ
と

だ
っ
た
。「
家
康
は
信
長
・
秀
吉
か

ら
石
垣
と
天
守
の
城
づ
く
り
を
、

信
玄
・
勝
頼
か
ら
は
馬
だ
し
を
学

び
、
最
強
の
城
づ
く
り
を
目
指
し

た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
平
和

な
時
代
に
政
治
拠
点
と
し
て
機
能

す
る
城
を
選
択
し
て
い
っ
た
」

と
、
様
々
な
史
料
で
説
明
を
さ
れ

た
。
こ
れ
が
千
田
さ
ん
が
語
る

「
城
跡
を
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し

て
調
べ
る
」
方
法
で
あ
っ
た
の

か
。
納
得
で
あ
る
。
お
話
を
伺
っ

て
、
城
郭
考
古
学
の
研
究
方
法
の

意
義
と
魅
力
が
理
解
で
き
た
。
さ

ら
に
、
信
長
や
秀
吉
・
家
康
像
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し

た
い
。

　

全
国
に
は
３
～
４
万
ほ
ど
の
山

城
が
眠
っ
て
い
る
と
い
う
。「
日
本

百
名
城
」
も
手
元
に
あ
る
。
ま
ず

は
、
縄
張
図
を
片
手
に
、
気
に
な

る
城
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
再
ス
タ
ー

ト
だ
。
ま
た
ま
た
千
田
さ
ん
に
背

中
を
押
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

令
和
６
年
度
・
第
33
期	

講
演
会
予
定
は
ウ
ラ
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

千田 嘉博 氏
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◆日 時／1月11日㈭　午後6時～6時20分
◆演 目／チアバトン・ダンス
◆出 演／佐世保商業高等学校
             バトントワリング部

◆出演団体紹介
　私たちバトントワリング部は、１年生13人、
２年生16人、３年生16人、合計45人の部員です。
　練習は、主にバトントワリングとダンスが中
心です。バトントワリングは、外部より先生が
来られ、月２・３回のレッスンを受けています。
ダンスは、自分たちで選曲からダンスまでのす
べてを行っていて、HIPHOP、K-POP、ジャズ、
チアなど、幅広いジャンルに挑戦しています。
地域のイベントやバトンコンテストにも出場し
ています。

◆演目紹介
　今回のステージは、1・2年生29人で出場し
ます。チアダンスを中心に、全体で踊ったり、
学年ごと・チームごとに分かれて踊ったりする
など、様々なダンスパフォーマンスを披露し
ます。

夢のひろば

12月夢のひろば　12月夢のひろば　佐世保の子どもによる“地産地笑”の創作落語佐世保の子どもによる“地産地笑”の創作落語
橘高 佑弥「落語の稽古」橘高 佑弥「落語の稽古」 古川 万葉「眠れない夜」古川 万葉「眠れない夜」

城
へ
の
憧
れ

長
崎
市
小
江
町
　
岩
﨑
　
章
子

　

私
の
知
る
限
り
、
長
崎
市
に
は

城
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
出
島
」の
存

在
が
、
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
歴
史

を
習
う
時
、
長
崎
に
は
、
他
所
か

ら
来
て
活
躍
し
た
方
々
の
名
前
は

す
ご
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
が
、

誰
も
城
を
建
て
て
は
い
な
い
の
で

す
。
そ
れ
が
影
響
し
て
い
る
の

か
、
私
は
ど
こ
か
城
の
あ
る
都
市

に
憧
れ
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歴
史
番
組
で

馴
染
み
が
深
い
千
田
嘉
博
さ
ん
が

講
師
で
あ
っ
た
た
め
、
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
天
下
人

も
最
初
は
、
築
城
に
関
し
て
は
素

人
で
し
た
が
、
敵
か
ら
技
術
を
学

び
、
自
己
流
に
改
革
を
続
け
ま
し

た
。
家
康
も
、
最
後
に
は
平
安
の

世
の
た
め
の
名
古
屋
城
を
建
築
し

ま
す
が
、「
尾
張（
終
わ
り
）名
古

屋
は
城
で
も
つ
」の
意
味
が
、
突

然
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
千
田
さ
ん
も

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
夢
の
ひ

ろ
ば
」
に
出
演
さ
れ
た
二
人
の
中

学
生
の
落
語
の
上
手
な
こ
と
。
感

心
し
き
り
で
し
た
。

　

思
え
ば
、
忠
臣
蔵
の
討
入
り
の

日
の
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

失
わ
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た
世
界
へ
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
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折
紙
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
た
今
年

最
後
の
夢
大
学
。

　

今
回
の
講
師
、
千
田
嘉
博
氏

は
、
お
城
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
、
豊
富
な
知
識
に
裏
付
け
ら

れ
た
軽
妙
な
語
り
口
か
ら
、
多
く

の
フ
ァ
ン
と
高
い
知
名
度
を
も
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

信
長
が
建
て
た
安
土
城
に
始
ま

り
、
姫
路
城
・
大
阪
城
・
名
古
屋

城
な
ど
、
信
長
や
秀
吉
・
家
康
が

躍
動
し
て
い
た
時
代
に
建
造
さ

れ
、
各
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
る
日
本
の
数
々
の
城
。
歴
史
を

考
え
る
時
、
時
代
に
よ
っ
て
捉
え

方
も
変
わ
っ
て
い
く
も
の
だ
と
認

識
し
ま
し
た
。
石
垣
や
天
守
の
形

の
違
い
も
意
味
が
あ
り
、
そ
の
背

景
に
あ
る
歴
史
を
読
み
解
い
て
い

く
お
城
の
達
人
な
ら
で
は
の
熱
い

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｇ
や
Ｖ
Ｒ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
で

復
元
さ
れ
た
、
失
わ
れ
た
世
界
へ

の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
。
知
ら
な
い

こ
と
を
知
る
の
は
楽
し
く
、
幾
つ

に
な
っ
て
も
学
ぶ
の
は
大
切
な
こ

と
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　「
老
い
て
な
お 

ま
だ
ま
だ
学
ぶ 

こ
と
が
あ
り
」

城
跡
か
ら
読
み
解
く
面
白
さ

佐
世
保
市
大
和
町
　
新
北
　
博
美

　

今
回
の
講
師
、
千
田
嘉
博
さ
ん

は
、
テ
レ
ビ
等
で
お
城
や
そ
の
時

代
に
つ
い
て
、
と
て
も
興
味
深
く

検
証
さ
れ
て
い
る
の
を
よ
く
拝
見

し
ま
す
。「
お
城
」と
い
う
と
天
守

閣
を
見
が
ち
で
す
が
、
石
垣
や
城

跡
・
地
形
か
ら
と
、
多
方
面
か
ら

歴
史
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

図
ら
ず
も
大
河
ド
ラ
マ
で
は
、

家
康
の
最
終
回
で
し
た
。
そ
の
後

の
江
戸
時
代
は
約
２
５
０
年
間
、

戦
が
な
い
時
代
で
、
多
く
の
文
化

も
花
開
き
ま
し
た
。
戦
争
は
、
文

化
を
壊
し
て
し
ま
い
、
豊
か
な
物

を
何
も
産
ま
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
今
ま
さ
に
世
界
中
で
起
こ
っ

て
い
る
各
地
の
争
い
を
見
る
と
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
抜
き
ん
出
て
戦

の
強
い
独
裁
的
な
一
人
で
は
な

く
、
領
土
・
人
民
を
き
ち
ん
と
統

治
す
る
「
政
治
」
を
行
う
社
会
に

し
た
人
が
、
家
康
だ
っ
た
と
わ
か

り
ま
し
た
。
城
跡
か
ら
、
そ
の
人

と
な
り
、
政
治
ま
で
も
読
み
解
く

面
白
さ
。
そ
う
い
う
目
で
お
城
旅

行
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
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に
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。
こ
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で
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浅
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三
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眼
下
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御
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や
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思
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眺
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だ
ろ
う
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、
と
思
い

つ
つ
城
跡
を
歩
い
た
の
が
想
い
出

深
い
。

　

講
演
内
容
は
「
城
跡
か
ら
歴
史

を
考
え
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
戦
う

城
か
ら
象
徴
の
城
へ
と
変
わ
っ
て

い
っ
た
こ
と
」
を
証
明
す
る
こ
と

だ
っ
た
。「
家
康
は
信
長
・
秀
吉
か

ら
石
垣
と
天
守
の
城
づ
く
り
を
、

信
玄
・
勝
頼
か
ら
は
馬
だ
し
を
学

び
、
最
強
の
城
づ
く
り
を
目
指
し

た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
平
和

な
時
代
に
政
治
拠
点
と
し
て
機
能

す
る
城
を
選
択
し
て
い
っ
た
」

と
、
様
々
な
史
料
で
説
明
を
さ
れ

た
。
こ
れ
が
千
田
さ
ん
が
語
る

「
城
跡
を
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し

て
調
べ
る
」
方
法
で
あ
っ
た
の

か
。
納
得
で
あ
る
。
お
話
を
伺
っ

て
、
城
郭
考
古
学
の
研
究
方
法
の

意
義
と
魅
力
が
理
解
で
き
た
。
さ

ら
に
、
信
長
や
秀
吉
・
家
康
像
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し

た
い
。

　

全
国
に
は
３
～
４
万
ほ
ど
の
山

城
が
眠
っ
て
い
る
と
い
う
。「
日
本

百
名
城
」
も
手
元
に
あ
る
。
ま
ず

は
、
縄
張
図
を
片
手
に
、
気
に
な

る
城
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
再
ス
タ
ー

ト
だ
。
ま
た
ま
た
千
田
さ
ん
に
背

中
を
押
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

令
和
６
年
度
・
第
33
期	

講
演
会
予
定
は
ウ
ラ
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　歴史を読み解く　　　
　　　お城の達人！

■夢のひろばの「佐世保かっちぇ
て落語会」の中学２年生の二人
は、見事な落語で、楽しく聴か
せてもらいました。
　また、楽しみにしていた千田
さんのお話は、お城愛がいっぱ
いで歴史はおもしろいとしみじ
み思いました。本当に各地に行
って、自分の目でお城を見てみ
たくなりました。来年のライン
アップの発表があり、合格でき
ることを願っています。

佐世保市大宮町●田中　美禰

■「夢のひろば」は、中学生とは思
えないほどの笑える落語でした。
　また、スライドを使い、楽し
そうにお城のつくりを説明され
た千田さん。本当にお城が大好
きなんですね。足軽役でテレビ
に出たいとも言われ、笑いを誘
いました。これからも、いろい
ろなお城の謎を紹介してくださ
い。楽しみにしています。

佐世保市木風町●西　照美

■家康の築城法は、味方は勿
論、敵方のよい所をも取り込ん
だ築城であったということ。こ
のことは、築城に限らず、万事
言えること。
　私生活においても、他と協調
しながら豊かに生きる人生を、今
後も続けたいと思います。

佐世保市東浜町●池田　ヨシ子

■夢のひろばの「佐世保かっちぇ
て落語会」の中学生を久しぶりに
見ましたが、大きくなり上手にな
っているのに感動です。
　千田さんのお城のお話、とても
楽しかったです。テレビで名城
10選等、お話が楽しく、興味深
く見ています。石垣一つの積み方
にしても、昔の石工の方たちの技
術がすばらしいですね。時間が足
りないくらいでした。

佐世保市赤崎町●木村　典子

■千田さんのお話は、緻密な内
容で教科書のようでした。清須
城を建築した信長の戦乱の世か
ら、家康の天下人としての安寧
の世に至るまでの様々な時代。
武将たちが切磋琢磨して思い描
いてきた時代そのものが、「城」と
いう形で現代に残っているのだ
なと感じました。

佐世保市小島町●髙増　香里

■千田嘉博氏の天守・城の講義
は、大学の授業を受けているみ
たいで、若やぎ、心躍るもので
した。感謝！

佐世保市春日町●有吉　成子
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柴
しばた

田　昭
てるたか

隆

　

太
古
の
昔
、
佐
世
保
湾
は
佐

世
保
市
よ
り
西
海
橋
方
面
ま
で

に
広
が
る
盆
地
で
あ
っ
た
。
盆

地
に
は
佐
世
保
川
と
日
宇
川
が

流
れ
込
み
、
盆
地
の
中
央
で
一

つ
に
な
っ
て
湾
口
ま
で
峡
谷
を

つ
く
っ
て
流
れ
て
い
た
。

　

日
本
列
島
が
出
来
上
が
る
こ

ろ
、
地
形
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

変
化
し
た
。
盆
地
に
海
水
が
侵

入
し
て
現
在
の
佐
世
保
湾
が
出

来
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
現
在

の
俵
ヶ
浦
半
島
を
含
む
佐
世
保

湾
の
西
側
一
帯
は
将
冠
岳
・
弓

張
岳
な
ど
を
頂
点
と
す
る
な
だ

ら
か
な
台
地
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
そ
の
台
地
に
も
海
水
が
侵

入
し
て
現
在
の
九
十
九
島
の
風

景
が
で
き
た
。

　

学
術
用
語
で
い
う
「
溺
れ
谷

（
お
ぼ
れ
だ
に
）」
に
よ
り
、
俵
ヶ
浦

半
島
の
東
側
は
港
と
し
て
最
適

な
深
い
海
域
を
持
つ
佐
世
保
湾

と
な
り
、
西
側
に
は
多
く
の
島

が
浮
か
ぶ
風
光
明
媚
な
九
十
九

島
湾
が
で
き
た
。
半
島
を
挟
ん

で
性
格
の
異
な
る
地
形
が
出
来

上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

俵
ヶ
浦
半
島
の
船
越
町
に
は
、

九
十
九
島
湾
と
佐
世
保
湾
と
の

距
離
が
わ
ず
か
約
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
で
海
抜
三
メ
ー
ト
ル
の
地

帯
が
あ
る
。
現
在
は
佐
世
保
湾

側
が
米
軍
基
地
で
あ
る
た
め
両

湾
を
歩
い
て
行
き
来
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
か
つ
て
は
文

字
通
り
船
を
担
い
で
九
十
九
島

湾
と
佐
世
保
湾
を
往
復
し
て
い

た
。
木
造
の
漁
船
で
あ
れ
ば
数

人
で
担
ぎ
陸
地
を
運
ぶ
こ
と
が

出
来
る
。
船
で
半
島
を
ぐ
る
り

と
大
回
り
す
る
よ
り
陸
地
を
横

切
る
方
が
時
間
も
労
力
も
節
約

で
き
た
。

　
「
溺
れ
谷
」
へ
の
海
水
の
侵
入

が
あ
と
五
メ
ー
ト
ル
高
か
っ
た

ら
俵
ヶ
浦
半
島
は
島
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
地
形
の
成
り

立
ち
に
は
「
も
し
○
○
だ
っ
た

ら
」
の
ド
ラ
マ
が
潜
ん
で
い
る
。

　

船
か
ら
眺
め
る
九
十
九
島
の

風
景
は
申
し
分
な
く
美
し
い
。

そ
れ
に
加
え
て
九
十
九
島
湾
を

抱
く
よ
う
に
伸
び
て
い
る
俵
ヶ

浦
半
島
の
小
高
い
丘
か
ら
の
眺

め
も
素
晴
ら
し
い
。
俵
ヶ
浦
半

島
に
は
九
十
九
島
を
眺
め
る
の

に
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が

い
く
つ
も
あ
る
。

　

湾
に
一
番
間
近
な
船
越
展
望

所
は
道
路
に
面
し
て
い
る
の
で

九十九島観光公園

気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
出
来

る
。
石
岳
展
望
台
は
駐
車
場
か

ら
一
〇
分
ほ
ど
山
道
を
登
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
夕
日
を

眺
め
る
の
に
絶
好
の
場
所
で
あ

る
。
こ
こ
は
鹿
児
島
県
出
水
市

で
越
冬
し
て
シ
ベ
リ
ア
へ
帰
る

鶴
の
観
察
地
で
も
あ
る
。
展
海

峰
展
望
台
か
ら
は
松
浦
島
が
眼

下
に
見
え
て
佐
世
保
湾
も
見
渡

せ
る
。
二
〇
二
一
年
に
で
き
た

九
十
九
島
観
光
公
園
か
ら
は
、

九
十
九
島
の
島
々
と
湾
の
対
岸

の
全
貌
が
見
渡
せ
る
。
こ
の
よ

う
に
九
十
九
島
は
、
海
と
陸
の

両
方
か
ら
美
し
い
景
色
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
こ
で
思
う
の
だ
が
、
新
し

く
で
き
た
九
十
九
島
観
光
公
園

に
は
、
佐
世
保
の
市
木
で
あ
る

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
植
え
て
そ
の
名

所
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

�

★
来
年
度
の
受
講
申
込
み
は
、

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

皆
様
、
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
令
和
６
年
度
の
講
演
会
予
定

一
覧
で
す
。
政
治
や
健
康
・
音
楽
・

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
等
、
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
著
名
人
を
お
招
き
し
、

来
年
度
も
充
実
し
た
講
演
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

前
回
の「
夢
の
つ
づ
き
」で
は
、

【
交
渉
中
】
が
４
つ
あ
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
は
【
交
渉
中
】
が
す

べ
て
と
れ
、
講
師
全
員
か
ら
承
諾

の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
受
付
は
、
１
月
の
講
演
会

の
次
の
日
、
１
月
12
日
（
金
）
か

ら
。
そ
の
日
の
新
聞
に
、
折
込
み

チ
ラ
シ
が
入
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
受
講

生
に
は
、
一
般
受
付
よ
り
早
め
に

講
師
陣
を
お
知
ら
せ
し
、
早
め
に

受
講
申
込
み
受
付
を
行
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

に
よ
る
申
込
み
は
、
一
般
受
付
開

始
の
１
月
12
日（
金
）か
ら
。

　

ま
た
、
早
割
価
格
に
よ
る
受
付

は
、
１
月
24
日（
水
）ま
で
。
最
終

受
付
を
１
月
31
日（
水
）ま
で
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
の
方
は

早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
ろ
に「
感
動
」を
！

　
人
生
に「
発
見
」を
！

　

再
び
皆
様
に「
感
動
」と「
発
見
」

を
ご
提
供
し
ま
す
!!

 
令
和
６
年
４
月
に
、
ま
た
皆
様

と
笑
顔
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
、一
括

抽
選
を
し
ま
す
。ご
容
赦
く
だ
さ
い
。）

事
務
局
だ
よ
り

令和6年度（第33期）講演会予定
　令和6年
　 4月18日㈭	 中村	逸郎氏（筑波大学名誉教授）
　 18:30〜20:00	 『ロシアの闇とは何か　～激動の国際情勢～』

　 5月15日㈬		 黒川	伊保子氏（感性リサーチ社長）
　 18:30〜20:00	 『人生に効く脳科学　～脳が創りだす男女のミゾ、人生の波～』
　 6月20日㈭		 茂山	千五郎氏（狂言師）
　 18:30〜20:00	 『「狂言」という名のお芝居』

　 7月18日㈭		 安藤	和津氏（エッセイスト・コメンテーター）
　 18:30〜20:00	 『明日を素敵に生きるには』

　 8月22日㈭		 和田	秀樹氏（精神科医）
　 18:30〜20:00	 『からだの健康　こころの健康』

　　9月19日㈭		 大八木	弘明氏（駒澤大学陸上競技部総監督）
　 18:30〜20:00	 『育てて活かして勝つ　～覚悟と挑戦～』

　　10月17日㈭		 若狭	勝氏（弁護士）
　 18:30〜20:00	 『これで分かったうそを見抜く力、見破る力』

　　11月21日㈭		 加藤	登紀子氏（歌手）
　 18:30〜20:00	 『加藤登紀子トーク＆ライブ「百万本のバラ」』
　　12月19日㈭		 杉本	昌隆氏（将棋棋士・八段）
　 18:30〜20:00	 『師匠が語る「弟子・藤井聡太」という才能』

　令和7年
　 1月16日㈭		 デヴィ・スカルノ氏（国際文化人）
　 18:30〜20:00	 『人生のモチベーション』


